
【
研
究
書
紹
介

】

　
　
　
　
沼
本
克
明
著

『
蘇
藻
難
動
く
字
音
仮
名
遣

い
を
論
ず

1
字
音
仮
名
遣
い
入
門
1
』

佐

々

木
　
勇

○
　
本
書
紹
介

の
意
図

　
本
書

は
、
書
名

に

「字
音
仮
名
遣

い
入
門
」

の
副
題
が
添
え
ら
れ
、

「
は
し
が

き
　
1

本
書

の
意
図
1
」

に

「
日
本
人

の
共
通
問
題
と
し
て
こ
の
問
題

の
核
心
的

な
部
分
が
揺

れ
に
あ
る
と
い
う
事
実
を
字
音
研
究

の
立
場

で
入
門
書
と
し
て
説

明

し
て
み
よ
う
と
す
る
」
と
あ
る
。

　
本
書
を
読

む
こ
と
で
、
辞
書

に
よ

っ
て
、
ま
た
教
科
書
に
よ

っ
て
、
あ
る

い
は
、

同
じ
出
版
社

の
教
科
書

で
も
漢
文
と
古
文
と
で
、
字
音
仮
名
遣

い
が
異
な
る
こ
と

が
あ

る
の
は
な
ぜ
か
、
が
理
解
さ

れ
る
。

　
本
書

の
書
名

か
ら
、

「字
音

仮
名
遣

い
」
が
抱
え

る
問
題
を
、
わ
か
り
や
す
く

説

い
た
啓
蒙
的
な
書
と
判
断
さ
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

そ
の
た
め
、
国
語
学

・
日
本
語
学
関
係

の
学
術
雑
誌
に
お
け
る
書
評
対
象

と
な

る
こ
と
は
、

お
そ
ら
く
無

い
も

の
と
思
わ
れ
る
。

　

し
か
し
、

こ
の
書
に
は
、
あ
る

い
は
、
著
者

の
意
図
に
反

し
て
、
き
わ
め
て
専

門
的

で
最
新

の
研
究
成
果
が
盛
り
込
ま
れ
て

い
る
。
貴
重
な
誌
面
を
頂

い
て
、

こ

の
書
を
紹
介
す

る
所
以
で
あ
る
。

一　

本
書

の
構
成

　
本
書

の
目
次

は
、
次

の
と
お
り
で
あ
る
。

は
じ
め
に

導

入
論
　
和
語

の
歴
史
的
仮
名
遣

い
と
字
音

の
歴
史
的
仮
名
遣

い

　

一
、
歴
史
的
仮
名
遣

い
　
　

二
、
字
音
仮
名
遣

い

　

三
、
字
音
仮
名
遣

い
と
韻
鏡
　
　
四
、
字
音
仮
名
遣

い
の
問
題
点

第

一
章
　
中
国
漢
字
音
と
日
本
漢
字
音

　
　

《
第

=
早
の
要
旨
》

　
第

一
節
　
日
本
漢
字
音

の
諸
層
と
特
徴

　
第

二
節
　
中
国
漢
字
音
と

日
本
漢
字
音

の
対
応
関
係

第

二
章
　
宣
長
大
人

の

『
字
音
仮
字
用
格
』

　
　

《
第
二
章

の
要
旨
》

　
第

一
節

　
本
居
宣
長

の

『
字
音
仮
字
用
格
』

　
第

二
節
　
　
『
字
音
仮
字
用
格
』

の
原
理

　
第
三
節
　
　
「字
音
仮
名
遣

い
」

へ
の
批
判
と
改
訂

の
方
向

　
第

四
節
　
　
「字
音
仮
名
遣

い
」

の
残
さ
れ
た
問
題
点

第

三
章
　
呉
音
と
字
音
仮
名
遣

い

　
　

《
第
三
章

の
要
旨
》

　
第

一
節
　
呉
音

の
分
布
と
そ

の
意
味

　
第

二
節
　
呉
音

の
祖
系
音

(47)



　
　
　
第
三
節
　
呉
音

の
非
体
系
性
　
-

演
繹
法
は
適

用
可
能
か
1

　
　
第
四
章
　
漢
音

と
字
音
仮
名
遣

い

　
　
　
　

《
第

四
章

の
要
旨
》

　
　
　
第

一
節
　
漢
音

の
祖
系
音
を
探
る

　
　
　
第
二
節
　
漢
音

の
体
系
と
字
音
仮
名
遣

い
の
決
定
法

　
　
第
五
章
　
字
音
仮
名
遣

い
の
周

辺

　
　
　
　

《
第

五
章

の
要
旨
》

　
　
　
第

一
節
　
撲
音
韻
尾

の
歴
史
と
字
音
仮
名
遣

い

　
　
　
第
二
節
　
　
「
月
」
字

の
仮
名
表
記
史

と
字
音
仮
名
遣

い

　
　
結
　
語

　
　
　
本
文
注

　
　
　
主
要
参
考
文
献

　
　
　
要
語
索
引

　
　
　
あ
と
が
き

　
右

の
目
次
に
従

い
、

旧
著

・
旧
稿

の
必
要
部
分
を
、
資
料

・
用
例
を
厳
選
し
て

わ
か
り
や
す
く
組

み
直
し
、
新
資
料
も
加
え
て
、

こ
の
度

の
新
著

と
し
て
い
る
。

　
各
章

の
表
紙
扉
裏

に
記
さ
れ
た
各
章

の

「
要
旨
」
が
、
読
者

の
理
解
を
助
け
る
。

一
一

漢
字
音

研
究
に
関
す
る
指
摘

　
本
書
全
体
を
通
じ
て
、
字
音
仮
名
遣

い
を
定
め
る
基
礎
と
な
る
、

日
本
漢
字
音

史
を
、
か

つ
て
の
自
著
を
ま
と
め
な

お
す
形
で
確
認
さ
れ
て
い
る
。
著
者
は
、

日

本
漢
字
音

の
歴
史
全
体
を
、
自
著

の
引
用

の
み
で
描
く
こ
と
が
で
き
る
。

　

引
用

に
際

し
て
は
、

45
頁
以
下

の
呉
音

例

・
漢
音
例

の
対
照
表
を
、
『
日
本
漢

字
音

の
歴
史
』

(
一
九
八
六
年
、
東
京
堂

出
版
)

28
頁

以
降

の
も

の
を
集
め
、
入

声
韻
を
対
応
す

る
平
上
去
声
韻

の
下
に
組
み
込
み
、
全
体
像
を
捉
え
や
す
く
す

る

な
ど
、
細

か
な

工
夫
が
な
さ
れ
て

い
る
。

　
た
だ
し
、
本
書
は
、
著
者
が
既
発
表
論
文
や
旧
著

で
説

い
て
き
た

こ
と
を
、
よ

り
鮮
明

・
簡
明
に
再
説

し
た
だ
け

の
啓
蒙
書

で
は
な

い
。

　

旧
稿
を
引
用
し
た
部
分

で
あ

っ
て
も
、
表
現

の
変

化

・
前
進
が
認
め
ら
れ
る
。

　
た
と
え
ば
、
第
四
章
第

一
節
第

一
項

「中
古
音

の
侯
韻
明
母
字

の
模
韻

化
と
漢

音
」

「
三
、
我
が
国
撰
述

の
辞
書
類

に
お
け

る
侯
韻
字

の
反
切
」
は
、

沼
本
克

明

『
平
安
鎌
倉

時
代
に
於
る
日
本
漢
字
音

に
就

て

の
研
究
』

(
一
九
八
二
年
、
武
蔵

野
書
院
)

の
第

二
部
第
三
章
第

一
節

「漢
音

に
於
る
侯
韻
明
母
字

の
問
題
」
を
基

と
す

る
。
そ

の
前
著

の

「
と
解
釈

す
る

の
が
妥
当

で
は
あ

る
ま

い
か
。
」

が
、
今

回
の
著
書

で
は

「
と
解
釈
す
べ
き

で
あ
ろ
う
。
」
に
変
え
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
　

M

　
ま
た
、

3
頁

で
、
朝
鮮
漢
字
音

の
母
胎
音

は
日
本
漢
音
よ
り
わ
ず
か
に
後

の
体

　
　
　
　

2

系
を
反
映
す

る
、
と
す
る
箇
所
も
、

旧
著

『
日
本
漢
字
音

の
歴
史
的
研
究
』

(
一

九
九
七
年
、
汲
古
書
院
)
三
六
〇
頁
で
は
、

「時
間
的
な
ず
れ
が
そ

こ
に
反
映
し

て
い
る
と
解
釈

で
き
沸

で
は
な

か
ろ
う

か
。
」
と

い
う
娩
曲
な
表
観
で
あ

っ
た

別

も

の
が
、

「時

間
的
な
ず
れ
と
見
ら
れ
る

の
で
は
な

い
か
。
」

(新
著

3
頁
)

に
変

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

q

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

更
さ
れ
て

い
る
。

　
数
十
年
前

の
自
説
を

ほ
ぼ

そ

の
ま
ま
引

い
て
、
新
著
を
書
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と

が
、
ま
ず
、
驚
き
で
あ

る
。

　
そ
し
て
、
わ
ず

か
な
表
現

の
変
更
で
あ
る
と
も
感
じ
ら
れ
る
こ
れ
ら

の
修
正
は
、

そ
の
後
数
十
年
間

の
研
究

で
、
自
説

の
妥
当
性
を
確
信

で
き
た
こ
と
を
示
し
て
い

る
も

の
、
と
思
わ
れ
る
。

三
　
　
「
字
音
仮
名
遣

い
」
に

つ
い
て
の
本
書

の
要
点

　

以
下
、
本
書
か
ら
引
用
す
る
形

で
、

「字
音
仮
名
遣

い
」
に
関
す
る
本
書

の
要

点
を
ま
と
め
る
。

　
左
は
、
本
書
全
体
か
ら
、
一
文
ず

つ
を
抜
き
出
し
て
繋
げ
た
も
の
に
過
ぎ
な

い
。

詳

し
く
は
、
本
書

の
精
読
を
お
願

い
し
た

い
。



　

0
.

「字

音

仮
名

遣

い
」

を
扱

う

立

場

　

「
「字

音

仮

名

遣

い
」

を

ど

う

い
う

立

場

か

ら
扱

う

か
と

い
う

基

本

的

立

場

は

色

々
あ

り
得

る
と

い
う
前

提

は

認

め
た

上

で
、

本

書

は

和
語

の

「歴

史

的

仮
名

遣

　

　

　

ツ
イ
ガ
イ
ネ
ン

い
」

と

対
概

念

に

な

る

も

の
を

追

究

す

る
と

い
う

立

場

に

立

っ
て

い

る
。
」

(
52

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

2

頁
)

　

1
.

「呉

音

」

の
字

音

仮
名

遣

い

　

呉
音

は
、

「朝

鮮

半

島
経

由

の
百
済

・
新

羅
仏

教

の
仏

典

読

調

音

と

し

て
伝

来

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　
　

し

た

と
推

定

さ

れ

る
」

(
2
頁
)
。

「
全

て

の
漢
字

に

呉
音

が

あ

る
と

い
う

の
は
錯

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　
　

　

　

　

　
　

　

覚

で
あ

る

」

(
8
頁
)
。

　

　

　

　
　

　

　

「呉
音

は

『
切

韻
』

よ
り

も
や

や

古

い
方

言

的

性

格

を
有

す

る
部

分

を

持

つ
音

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
フ

韻

体

系

を

母
胎

と

し
た

こ
と

が
推

定

で
き

る
」

(
8
頁

)
。

と

こ

ろ
が

、

「
そ

の
様

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

フ

な
音

韻

体

系
を

示

す
韻

書

も

音
義

も
辞

書

も
、

全

く
存

在

し

な

い
」

(
8
頁
)
。

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

そ

の
た

め

、

「
呉

音

」

の
字

音

仮

名

遣

い
決

定

に

際

し

て

は
、

「
演

繹

論

法

は

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

適

用

不

可
能

で
あ

る

」

(
9
頁
)
。

　

　

　

　
　

　

　

　

　

2

　

し

か

し
、

「呉

音

は

仏
典

読

諦
音

を
基

盤

に

し

て

そ

こ

に

現

れ

る

二
〇

〇

〇
字

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

程

に
限

定

し

て
も

実

用
上

に
は
支

障

が

な

い
」

(
5
頁
)
。

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

2

　

2
.

「漢

音

」

の
字

音

仮

名
遣

い

　
漢

音

は
、

「
実

例

の
帰

納

論

法

に

よ

っ
て

母
胎

音

が

秦

音

で
あ

る
と

措

定

で

き

　
　

　

　

　

　

る

た

め

に
」

(
9
頁

)
、

「帰

納

的

に

仮

名
遣

い
が
決

定

で
き

な

い
も

の
に

つ
い
て

　
　

　

　

　

2

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

は
、

秦
音

に

よ

る
演

繹
法

を

適

用
す

べ
き

で
あ

る
」

(
5
頁

)
。

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

2

　

た
だ

し
、

『
慧

琳

一
切

経

音

義

』

の
分

析

か
ら

知

ら

れ

る

「秦

音

に
よ

る

演

繹

法

を
適

用
」

し

て
も

な

お
、

「
全

て

の
漢
字

に

正

し

い
漢

音

の
仮

名

遣

い
を

提

示

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

す

る

こ
と

は

不

可
能

で
あ

る
」

(
9
頁

)
。

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

2

右

を

要

す

る

に
、

以

下

の
と

お

り

で
あ

る
。

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

ツ
イ
ガ
イ
ネ
ン

　

「和

語

の

「
歴

史

的

仮

名
遣

い
」

と

対
概

念

に
な

る
も

の
」

と

し

て
捉

え

る

「字
音

仮

名

遣

い
」

は
、

古

訓
点

資

料

・
辞

書

・
音

義

等

か

ら
具

体

的

な
仮

名

書

き

例

を
集

め
、

そ

れ
ら

の
用

例

か
ら

帰

納
す

る

こ
と

に

よ

っ
て
定

め
ら

れ

る

べ
き

で
あ

る
。
し

か

し

、
「全

て

の
漢

字

に
用

例
を

指

摘

す

る

こ
と

は

不

可
能

で

あ

る
」

(
23
頁
)
。

　

そ

の
た

め
、

漢

音

に

つ
い
て

は
、

演

繹
法

も
適

用
す

べ
き

で
あ

る
。

　

一
方

、
呉
音

は

、
母

胎
音

を

措

定

で
き

な

い
た

め
、
演

繹

法

を
適

用

で
き
な

い
。

　
残
存
資
料

の
悉
皆
調
査
が
完
了
し
た
と
し
て
も
、
全
漢
字

の
呉
音

・
漢
音

は
探

し
出
せ
な

い
、
と
誰

よ
り
も
多
く

の
漢
字
音
文
献
調
査
を
し
た
著
者

に
明
記
さ
れ

る
と
、
漢
音

に
お
け
る
演
繹
法
適
用

の
必
要
性
が
納
得

で
き
る
。

　
た
だ
し
、
現
行

の
漢
和
辞
典

に
お

い
て
す

べ
て
の
漢
字
に
付
さ
れ

て
い
る

「漢

音
」

に

つ
い
て
も
、

「全

て

の
漢
字

に
正
し
い
漢
音

の
仮
名
遣

い
を
提
示
す

る
こ

と

は
不
可
能

で
あ
る
。
そ
う

い
う
曖
昧
さ
が
残
る

の
が
字
音
仮
名
遣

い
の
本
質
な

の
で
あ

っ
て
、
帰
納
論
と
演
繹
論

の
は
ざ

ま
と
は
、
帰
納
論
法
を
究
極
ま
で
追
究

す

る
こ
と
に
よ

っ
て
も
、
演
繹
論
法
を
究
極
に
ま
で
追
究
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
も
、

結
局
は
百
パ
ー
セ

ン
ト
正
し

い
仮
名
遣

い
を
提
示
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
と

い
う
も
ど
か
し
い
問
題

で
あ
る
こ
と
を
言
う
表
現
な

の
で
あ
る
。
」

(
92
頁
)

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

2

四
　
　
「
字
音
仮
名
遣

い
」
に

つ
い
て
の
新
提
案

　

こ
こ
で
も
、
箇
条
的

に
引
用
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ツ
イ

①

「字
音

仮
名
遣

い
と

対

に
な
る
和
語

の
歴
史
的
仮
名
遣

い
は
、
大
旨
平
安
時

　
　
代
前
半
期

(特

に
九
五
〇
～

一
〇
〇
〇
年
間
)

の
例
が
拠
り
所

に
な

っ
て
い

　
　
る
と
言
え
る
が
、
実
は
字
音
仮
名
遣

い
の
場
合

に
は
、
必
ず

し
も
そ

の
時
代

　
　

の
実
例
を
根
拠
と
す
る

こ
と
が
出
来
る
と
は
言
え
な

い
の
で
あ

る
。
(中
略
)

　
　

こ
の
よ
う
な
場
合

に
は

一
定

の
時
代

の
例
に
よ

っ
て
字
音
仮
名
遣

い
を
決
定

(49)



②③④0

す

る

こ

と

は

妥

当

で

は

な

い

。

　

　

　

　

来

る

」

(
2

頁

)
。

　

　

　

　

即
ち
、
時
代
別

の
記
述
を
行
う
必
要
も
出
て

梗
摂

四
等

字

(清

・
青

韻
字

)

の
呉

音
が

、

中

心

母
音

ア
列

で
あ

る

こ
と

に

つ
い
て

は
、

沼
本

克

明

『
平
安

鎌
倉

時

代

に
於

る

日
本

漢
字

音

に
就

て

の
研

究

』

(
一
九

八

二
年

、

武

蔵

野
書

院

)

で
す

で

に
指

摘

さ

れ

て

い
る
。

本

書

で

は
、

清

・
青

二
韻

に

属

す

る

諸

字

に

つ
い
て

、

「
「
漢

音

は

㊥

イ
、

呉
音

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

フ

は
⑦

ヤ

ウ

・
⑦

ウ
」

は
例

外
な

く

言

い
得

る
」

(
7
頁

)
、
と

し

て
、
『
廣

韻

』

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

『
韻
鏡

』

に
基

づ

い
て
仮
名

遣

い
を

決
定

で
き

る

こ
と

を
述

べ

て

い
る
。

同

じ

く
、

豪

韻

唇
音

字

が

㊥

ウ

で
あ

る

こ
と

も
、

漢
音

・
呉

音

と
も

徹

底
的

で
あ

り

、
『
廣

韻

』

『
韻

鏡

』

に
基

づ

い

て
仮

名

遣

い

を

決

定

で
き

る

こ

と

　

　

　

　

　

フ

を

述

べ

る
。

(
7
頁

)

　

　

　

　

　

　

「字
音

仮

名

遣

い
と

し

て
邑

を

ン
で
、
-
日

を

ム
が

書

き

分

け

る

辞
典

類

が

出

現

し
始

め
た
。

然

し
-
ご

及

び
己

、
を

書

き
分

け

よ

う

と

す

る
試

み
が

皆

無

な

の

は
残
念

な

こ
と

で
あ

る
。
」

「1
日

・
-
『

1
ご
・
己

.
を

書

き

分

け

て
区

別

す

る

こ

と

に

よ

っ
て
、

「オ

ン
ミ

ョ
ウ

ジ

(陰

陽

師

)
」

が

な

ぜ

「
オ

ン

ニ

ョ

ウ

ジ

(
オ

ン

ニ

ョ
ウ

ジ

(陰

陽

師

)
」

へ
変

化

し

た

の

か
、

「
東

西

」

が

な

ぜ

「
ト

ウ

ザ

イ

」

と

連

濁

し

、

「東

京

」

は
な

ぜ

「
ト

ウ

キ

ョ
ウ

」

と
連

濁

し
な

い
か
、

な

ど
知

的

興
味

の
範

囲

は
拡

大

す

る

は
ず

で
あ

る
。
」

(
68
頁

)

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

2

「字
音
仮
名
遣

い
の
提
示
に
お

い
て
は
、
呉
音

・
漢
音

の
片
仮
名
表
記
形

の
ほ

か
に
、
最
低

の
情
報
と

し
て
、
該
当
字

の

『
広
韻
』
(拡
大
す
る
場
合

は

『
集

韻
』
等
)

の
反
切
と
そ

の
声
母
韻
母
、
『
慧
琳
音
義
』

に
よ

っ
て
再
構
で
き

る
秦
音
体
系

の
声
母
と
韻
母
情

報
は
付

け
加
え

て
お
く

べ
き

で
あ
ろ
う
。
」

(
93
頁
)

　

2

⑥

「今
後
字
音
仮
名
遣

い
辞
典

の
様
な
も

の
が
試
み
ら
れ

て
良

い
で
あ
ろ
う
。
現

今
、
流
れ
と
し
て
は
漢
音

・
呉
音
に
平
安
時
代

の
具
体
的
な
資
料
に
見
ら
れ

る
字
音
仮
名
遣

い
を
採
用

し
た
と
謳
う
辞
典

類
も
出
現

し
始

め

て
い
る

の

は
、
進
歩
と
言
え

る
で
は
あ
ろ
う
が
、
筆
者

の
関
与
し
た
辞
典

で
も
そ
の
具

体
的
な
資
料

の
字
音
仮
名
遣

い
と
す
る
例
が
、

い
つ
頃

の
如
何
な
る
資
料
な

の
か
具
体
的
に
遡
源
出
来
な

い
大
雑
把
な
段
階

に
ま
だ
留
ま

っ
て
い
る
の
が

　
　
　
　
　
　
　

M

現
状

で
あ
る
。
」

(
9
頁
)

　
　
　
　
　
　
　

2

　
最
後

の
項
目
、
出
典
を
明
記
し
た

「字
音
仮
名
遣

い
辞
典
」
あ

る
い
は
声
調

の

情
報
を
も
加
え
た

「
日
本
漢
字
音
史
辞
典
」

の
作
成

は
、
後

の
研
究
者

へ
の
、
著

者
か
ら

の
宿
題

で
あ

る
。

(
二
〇

一
四
年
四
月
二
十
五
日
　
汲
古
書
院

A
5
判

ω
這

頁
　
ω
O
O
O
円
+
税
)

[付
記
L

　
本
書

の
著
者
沼
本
克
明
先
生

は
、
二
〇

一
四
年
三
月
十

一
日
に
他
界
さ

れ
た
。

　
先
生
は
、

こ
の
本

の
最
終
校

正
刷
り
を
、
逝
去

の
前

日
三
月
十
日
に
出
版
社

に

送
付
さ
れ
た
、
と
奥
様
か
ら
う
か
が

っ
た
。

(広
島
大
学
)

(50)


